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「ＥＮＥＯＳ　ＳＵＳＴＩＮＡ　ＡＴフルード／ＣＶＴフルード」を１１月１日より新発売

～ＥＮＥＯＳプレミアムオイルシリーズに、駆動系フルードをラインアップ～

 

記者各位

 

   当社（社長：一色　誠一）は、１１月１日より「ＥＮＥＯＳ　ＳＵＳＴＩＮＡ（サスティナ）ＡＴフルード」、「ＥＮＥＯＳ　ＳＵＳＴＩＮＡ　ＣＶＴフ

ルード」を、全国約１２，０００ヶ所のＥＮＥＯＳのサービスステーションで、新発売しますので、お知らせいたします。

 

   新商品「ＥＮＥＯＳ　ＳＵＳＴＩＮＡ　ＡＴフルード」「ＥＮＥＯＳ　ＳＵＳＴＩＮＡ　ＣＶＴフルード」は、ガソリンエンジンオイル「ＥＮＥＯＳプ

レミアムモーターオイルＳＵＳＴＩＮＡ」でお客様から高い評価をいただいてきた「燃費」「走り」「静かさ」という実感ポイントを継承

した、１００％化学合成の超高性能オイルです。いずれも国内ほとんどすべてのＡＴ搭載車、ＣＶＴ搭載車それぞれに適合しま

す。

 

   オイルは、ベースオイルと添加剤により構成されており、新商品は、ベースオイルにガソリンエンジン用ＳＵＳＴＩＮＡモーターオ

イルと同様、省燃費を実現する世界最高水準のベースオイル 「ＷＢＡＳＥ（ダブルベース）」を使用しました。また、添加剤処方

技術には、摩擦を制御し出力伝達性能を追求した当社独自の技術「ＦＣテクノロジー（フリクション・コントロール・テクノロジー）」

を採用しております。これらの当社独自技術により、エンジンの出力をタイヤ側に伝える際の、駆動ユニット（自動変速機）にお

けるエネルギーロスを抑え、出力伝達性能を高めることで、「省燃費性能」「加速性能」「静粛性能」を向上しました。

 

   新商品を加えた「ＥＮＥＯＳプレミアムオイルシリーズ　ＳＵＳＴＩＮＡ」は、乗用車の環境性能が向上し、平均車齢が伸びていく

なかで、「環境に優しい車を大切に長く乗り続けたい」というお客様のニーズに対応した最先端の自動車用オイルブランドです。

また、部分合成油「ＥＮＥＯＳ　ＦＩＮＥ（ファイン）」シリーズも加え、ＥＮＥＯＳのＡＴフルード・ＣＶＴフルードラインアップは、より多く

のお客様に最適なオイルを選んでいただけるようリニューアルいたします。

 

   当社は、ＪＸグループが基本理念に掲げる行動指針「地球環境との調和」「信頼の商品・サービス」のもと、今後も環境にやさ

しい商品・サービスの開発と提供に取り組んでまいります。

 

ＳＵＳＴＩＮＡ　ＡＴフルード ＳＵＳＴＩＮＡ　ＣＶＴフルード

 

１．新商品の特長　

（１）燃　費 出力伝達性能の向上により、「チョイ乗り」から高速走行時にいたる 幅広い使用条件において、高い省燃費性能

を発揮します。

 



 

（２）走　り 油圧を素早く立ち上げ、スムーズな走りを発揮します。

 

 

（３）静かさ 部品間の摩擦ロスを減らすため、駆動ユニットからの振動発生音を低減します。

 

 

※SUSTINA　ＡＴフルードは、いずれもＥＮＥＯＳ　ＦＩＮＥ　ＡＴフルードとの比較

  SUSTINA　ＣＶＴフルードは、いずれも従来品　ＥＮＥＯＳＣＶＴフルードとの比較

 

 

２．ＡＴフルード／ＣＶＴフルードラインアップの変更について　

 

 

３．ＥＮＥＯＳオイルテクノロジー「ＷＢＡＳＥ」と「ＦＣテクノロジー」

（１）ＷＢＡＳＥ（ダブルベース）



  世界最高水準の高い粘度指数と圧力粘度係数を有した当社独自の化学合成ベースオイル

  1. 従来の化学合成ベースオイルと比べ、粘度指数を約１５％向上

    「粘度指数」が高いほど、温度変化による粘度（粘り気）の変化が少なくなり、高速走行等の高温時に必要な粘度を確保し

つつ、寒冷始動等の低温時において粘度の上昇を抑え、駆動ユニット（自動変速機）内部のエネルギーロス（撹拌抵抗）を

大幅に低減し、出力伝達性能を高めます。

 

 

  2. 一般的なベースオイルと比べ、圧力粘度係数を約１０％低減

    「圧力粘度係数」が低いほど、圧力変化による粘度（粘り気）の変化が少なくなり、高い圧力が加わっている駆動ユニット

内部における粘度上昇を抑え、エネルギーロス（粘性抵抗）を大幅に低減し、出力伝達性能を高めます。

 

【参考：圧力粘度係数　分子構造と粘度変化】

　＜分子構造＞ ＜ユニット摺動面のイメージ図＞ ＜高圧力下のイメージ図＞

 

（２）ＦＣテクノロジー（フリクション・コントロール・テクノロジー）　※特許出願中

  摩擦（フリクション）を制御し、出力伝達性能を追求した当社独自の添加剤処方技術

  駆動ユニット（自動変速機）内部では、摩擦低減によりエネルギーロスを減らすことが省燃費性能の向上につながり、一方で

は、高い摩擦力を持たないと、エンジン側の力をタイヤ側に効率よく伝えることができないという、相反する特性が要求され

ます。
 

この「すべらせる（低い摩擦を維持する）性能」と「すべらせない（高い摩擦を保つ）性能」を高い次元でバランスさせ、ユニット

内部における出力伝達性能を向上させる添加剤処方技術が、ＦＣテクノロジーです。

 

以　上

 


